
平
成
三
年
五
月
三
十
一
日
受
領 

答

弁

第

一

三

号 

   
衆
議
院
議
員
長
谷
百
合
子
君
提
出
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
山
梨
実
験
線
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
に 

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
二
〇
第
一
三
号 

平
成
三
年
五
月
三
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
櫻 
内 

義 

雄 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

海 

部 

俊 

樹 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
長
谷
百
合
子
君
提
出
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
山
梨
実
験
線
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
関 

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
1
に
つ
い
て 

超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
交
通
機
関
の
高
速
化
に
つ
い
て
の
取
組
が
諸
外
国
に
お
い
て
も
重 

 

要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
中
で
、
高
速
か
つ
低
公
害
と
い
う
優
れ
た
特
性
を
有
す
る
交
通
機
関
と
し
て
技
術
開 

 

発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
将
来
、
実
用
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、
基
幹
的
な
高
速
交
通
機
関
に
な
り
得
る
も
の
と 

 

考
え
て
い
る
。
な
お
、
一
人
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
輸
送
す
る
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
航
空
機
の
場
合
の 

 

約
二
分
の
一
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

一
の
2
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
各
条
件
に
お
け
る
超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
の
電
力
消
費
量
に
つ
い
て
は
、
列
車
の
連
結
車
両 

 
 



一
の
5
に
つ
い
て 

一
の
4
に
つ
い
て 

一
の
3
に
つ
い
て 

数
、
加
速
度
、
最
高
速
度
等
に
よ
り
異
な
る
の
で
、
一
概
に
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

山
梨
実
験
線
の
変
電
所
に
つ
い
て
は
、
受
電
設
備
の
容
量
が
四
万
五
千
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
の
も
の
一
箇 

 

所
及
び
九
万
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
の
も
の
一
箇
所
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
出
力
は
そ
れ
ぞ
れ
約
四
万 

 

キ
ロ
ワ
ッ
ト
及
び
約
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
効
率
は
そ
れ
ぞ
れ
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

実
験
に
要
す
る
電
力
に
つ
い
て
は
、
電
力
会
社
と
の
契
約
電
力
が
一
時
間
当
た
り
約
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
想 

 

定
さ
れ
て
お
り
、
車
両
の
走
行
に
よ
り
そ
の
大
部
分
を
消
費
す
る
こ
と
と
な
る
。 

山
梨
実
験
線
へ
の
電
力
供
給
の
た
め
の
新
た
な
送
電
設
備
の
建
設
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
東 

 

京
電
力
株
式
会
社
は
、
既
設
の
送
電
系
統
か
ら
山
梨
実
験
線
へ
所
要
の
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
送
電
線
の
建 

 

四 

 



一
の
6
に
つ
い
て 

二
の
5
に
つ
い
て 

二
の
1
か
ら
4
ま
で
及
び
6
に
つ
い
て 

設
に
平
成
四
年
に
着
手
す
る
こ
と
を
計
画
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
の
超
電
導
磁
石
に
よ
る
磁
場
が
動
物
、
乗
客
、
沿
線
の
住
民
等
に
与
え
る
影
響 

 
 

は
、
日
常
的
に
存
在
す
る
磁
場
に
よ
る
も
の
と
同
程
度
で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

電
力
需
要
は
、
国
民
生
活
の
多
様
化
、
国
民
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
志
向
等
を
反
映
し
て
今
後
と
も
あ
る
程
度
高
い 

 

伸
び
で
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、
国
民
生
活
、
産
業
活
動
の
基
盤
を
支
え
る 

 

重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
電
力
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
含
め
電
源
開 

 

発
が
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
の
実
験
等
を
目
的
と
し
て
柏
崎 

 

刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
増
設
を
行
っ
て
い
る
事
実
は
な
い
。 

五 

 



三
の
3
に
つ
い
て 

三
の
2
に
つ
い
て 

三
の
1
に
つ
い
て 

財
団
法
人
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
に
お
い
て
は
、
強
磁
場
に
お
け
る
作
業
は
自
動
化
す
る
等
の
措
置
が
講
じ 

 

ら
れ
て
お
り
、
安
全
上
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

ト
ン
ネ
ル
の
規
模
は
本
数
で
み
る
と
十
四
本
、
総
延
長
で
み
る
と
約
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ト
ン 

 

ネ
ル
工
事
に
よ
り
発
生
す
る
残
土
の
量
は
約
五
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
残
土
の
処
分
方
法 

 

に
つ
い
て
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
、
山
梨
県
及
び
地
元
市
町
村
の
間
で
調
整
を
行
い
つ
つ
、
宅
地
、
田
畑
等 

 

の
造
成
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
工
事
を
進
め
る
に
当
た
り
、
御
指
摘
の
事
態
に
よ
り
問
題
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
設
計
及
び
施
工
法
が 

 

採
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

六 

 



三
の
5
に
つ
い
て 

三
の
4
に
つ
い
て 

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
の
地
点
及
び
主
な
構
造
物
の
設
置
が
予
定
さ
れ
る
地
点
に
お
い
て
四 

 

十
二
本
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
ボ
ー 

 

リ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
地
盤
を
掘
削
し
基
盤
層
に
至
る
ま
で
の
土 

 

を
採
取
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

動
植
物
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
文
献
等
に
よ
る
調
査
が
既
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
所
要
の
現
地
調 

 

査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

山
梨
実
験
線
の
約
八
割
は
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
そ
の
多
く
は
既
に
田
畑
、 

 

宅
地
等
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
験
線
の
建
設
に
よ
る
里
山
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考 

 

え
ら
れ
る
。 

七 

 



四
の
3
に
つ
い
て 

四
の
2
に
つ
い
て 

四
の
1
及
び
4
に
つ
い
て 

ク
エ
ン
チ
現
象
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
の
間
に
、
十
四
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
と 

 

し
て
は
、
御
指
摘
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
列
車
が
側
壁
に
接
触
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、 

 

い
ず
れ
も
、
保
安
装
置
に
よ
り
列
車
が
停
止
し
た
と
い
う
軽
微
な
故
障
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、
ク 

 

エ
ン
チ
現
象
を
防
止
す
る
た
め
、
改
良
さ
れ
た
超
電
導
磁
石
を
採
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
上
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
変
形
又
は
損
傷
す
る
こ
と 

 

は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
が
、
万
一
、
交
差
誘
導
線
の
切
断
等
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
保
安
装
置
が 

 

作
動
し
列
車
は
自
動
的
に
停
止
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。 

列
車
内
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
車
内
か
ら
の
操
作
に
よ
り
保
安
装
置
が
作
動
し
、
列
車
は
自 

 

八 

 



五
の
3
か
ら
9
ま
で
に
つ
い
て 

五
の
2
に
つ
い
て 

五
の
1
に
つ
い
て 

超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
は
、
現
在
、
技
術
開
発
の
途
上
に
あ
り
、
交
通
機
関
と
し
て
の
我
が
国
の
交
通
体 

 

系
の
中
で
の
位
置
付
け
は
、
今
後
の
技
術
開
発
の
成
果
等
を
見
極
め
た
上
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え 

 

て
い
る
。 

各
交
通
機
関
の
分
担
関
係
は
、
基
本
的
に
は
、
各
交
通
機
関
の
競
争
と
利
用
者
の
自
由
な
選
択
を
通
じ
て
形 

 

成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

動
的
に
停
止
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。 

昭
和
六
十
年
度
か
ら
平
成
元
年
度
ま
で
の
一
日
当
た
り
の
東
京
・
大
阪
間
の
交
通
機
関
別
利
用
状
況
は
、
別 

 

表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

九 

 



超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
は
、
現
在
、
技
術
開
発
の
途
上
に
あ
り
、
山
梨
実
験
線
に
お
け
る
連
続
高
速
走
行 

 

試
験
等
を
経
て
実
用
化
の
め
ど
を
立
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、
そ 

 

の
時
点
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

        

一
〇 

 



別
表 

    

（
注
）
新
幹
線
及
び
高
速
道
路
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
断
面
交
通
量
（
各
駅
間
又
は
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ 

 
 

ン
ジ
間
を
通
過
す
る
交
通
量
）
の
平
均
値
で
あ
る
。 

一
一 

 




